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	１.関門港における船舶の地震津波対策についての調査研究
	関門海峡は潮流が速く航路内等に土砂が堆積土し浚渫工事等が頻繁に行われる海域である。浚渫工事等の施工にあたっては、一般通航船舶の航行安全と工事の安全を十分に検討し、所要の安全対策を講じるとともに、工法及び工事範囲についても一般通航船舶への影響を極力少なくなるよう検討されているが、実際に船舶を操船して通航する操船者にどのような影響を及ぼしているかについては、これまで調査されておらず、今回これらの調査を行い、分析した結果を今後の海上工事等の委員会に反映させ、船舶航行安全に資することを目的とする。　
	２.関門航路整備等海上工事における安全対策の一般通航船舶へ与える影響についての調査研究

